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中 3数学 相似な図形
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【１】 あるビルの壁面から30ｍ離れた地点Ｐからビルの屋上Ａを

　　見上げると，角度は水平方向に対して35°上になる。

　　ΔＡＢＣの500分の1の縮図ΔＡ’Ｂ’Ｃ’をかくと下の図のようになった。

　　この図を利用してビルのおよその高さを求めなさい。

　　ただし目の高さを 1.5ｍとする。
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相似の活用

相似の関係を用いることで，直接はかることが難しい距離や大きさなどを，縮図や計算を

使って求めることができる。
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【２】 池をはさんでいて直接測定できない点Ａと点Ｂの

　　間の距離をはかりたい。

　　∠ＡＰＢ=  90°となる点Ｐから 2 点までの距離を

　　はかると， ＰＡ = 48ｍ， ＰＢ = 36ｍだった。

　　ΔＡＰＢの1000分の1の縮図ΔＡ’Ｐ’Ｂ’をかき，

　　Ａ’Ｂ’の長さから点ＡＢ間の距離を求めなさい。
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∠Ａ’Ｐ’Ｂ’= 90°のΔＡ’Ｂ’Ｐ’をかき，辺Ａ’Ｂ’の長さを

はかると，6㎝になる。
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目の高さ 1.5ｍを加えて ,

（ビルの高さ）= 21 + 1.5 = 22.5（ｍ）

4.2× 500
100ＡＢ 21（ｍ）= =

辺Ａ’Ｂ’の長さである約4 .2㎝を500倍すると,

ＡＢのおよその長さになるから,

よって ,


